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vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
vNIC LAN接続ポリシーは、サーバ上の vNICが LANに接続する方法を定義します。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する際に正しい設定でVM-FEXポートプロファ
イル自動的には作成しません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテンプレー
トのターゲットを VMとして設定する必要があります。このポリシーを有効にするには、このポ
リシーをサービスプロファイルに含める必要があります。

vNICテンプレートの作成時には、個々の VLANだけでなく VLANグループも選択できます。
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サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（ Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両
方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバスで両方の NICを引き続き検
出します。ただし、2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含ま
れていないため、WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後で
サービスプロファイルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出さ
れますが、これは 1つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートの設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope org
org-name

ステップ 1   

vNICテンプレートを作成し、組織vNICテンプレートモー
ドを開始します。

UCS-A /org # create
vnic-templ
vnic-templ-name [eth-if

ステップ 2   

選択したターゲットによって、CiscoUCSManagerが、vNIC
テンプレートの適切な設定を使用して、自動的にVM-FEX

vlan-name] [fabric {a | b}]
[target [adapter | vm]]

ポートプロファイルを作成するかどうかが決まります。次

のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプ
ロファイルが作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプ
ロファイルが作成されます。

（任意）

vNICテンプレートに説明を加えます。
UCS-A /org/vnic-templ #
set descr description

ステップ 3   

（任意）

vNICに使用するファブリックを指定します。vNICテンプ
レートを作成するときにステップ 2でファブリックを指定

UCS-A /org/vnic-templ #
set fabric {a | a-b | b | b-a}

ステップ 4   

しなかった場合、このコマンドで指定するオプションがあ

ります。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できな

い場合にこの vNICが第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合、a-b（Aがプライマ
リ）または、b-a（Bがプライマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICのファブリックフェール
オーバーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッ
チモードで動作している場合、そのモード

ではvNICファブリックフェールオーバーが
サポートされません。1つのファブリックイ
ンターコネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、vNICは
他のイーサネットアップリンクにフェール

オーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポート
しないアダプタ（Cisco UCS 82598KR-CI
10-Gigabit Ethernet Adapterなど）があるサー
バにこの vNICを関連付ける予定がある場
合。これを行った場合、Cisco UCS Manager
により、サービスプロファイルとサーバを

関連付けたときに設定エラーが生成されま

す。

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるMACアドレスプール。

UCS-A /org/vnic-templ #
set mac-pool
mac-pool-name

ステップ 5   

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

UCS-A /org/vnic-templ #
set mtu mtu-value

ステップ 6   

1500～ 9000の整数を入力します。

vNICテンプレートにQoSポリシーが関連付けら
れている場合、ここで指定されたMTUは、関連
付けられている QoSシステムクラスで指定され
たMTU以下であることが必要です。このMTU
値が QoSシステムクラスのMTU値を超えてい
る場合、データ転送中にパケットがドロップされ

る可能性があります。

（注）

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるネットワーク制御ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ #
set nw-control-policy
policy-name

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される LANピングループ。

UCS-A /org/vnic-templ #
set pin-group group-name

ステップ 8   

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるサービスポリシーの品質。

UCS-A /org/vnic-templ #
set qos-policy policy-name

ステップ 9   

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される統計情報収集ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ #
set stats-policy
policy-name

ステップ 10   

vNICテンプレートの更新タイプを指定します。テンプレー
ト更新時にこのテンプレートから作成される vNICインス

UCS-A /org/vnic-templ #
set type {initial-template
| updating-template}

ステップ 11   

タンスが自動アップデートされないようにする場合、

initial-templateキーワードを使用します。その他の場合は
updating-templateキーワードを使用して、vNICテンプレー
トの更新時にすべての vNICインスタンスがアップデート
されるようにします。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/vnic-templ #
commit-buffer

ステップ 12   

次の例は、vNICテンプレートを設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create vnic template VnicTempFoo
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr "This is a vNIC template example."
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set mac-pool pool137
UCS-A /org/vnic-templ* # set mtu 8900
UCS-A /org/vnic-templ* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/vnic-templ* # set pin-group PinGroup54
UCS-A /org/vnic-templ* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/vnic-templ* # set stats-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #

冗長性テンプレートのペア

vNICと vHBAテンプレートのペアを作成すると、特定のサーバに属する vNICまたは vHBAを分
類できます。たとえば、vNICや vHBAのテンプレートを作成し、プライマリテンプレートとし
て指定した上で、また vNICや vHBAの別のテンプレートを作成し、セカンダリテンプレートと
して指定できます。2つのテンプレートをリンクし、プライマリテンプレートで定義する属性を
共有するペアを作成できます。セカンダリテンプレートは、プライマリテンプレートから属性を

継承し、プライマリテンプレートへ加えられるすべての変更はテンプレートペアのセカンダリ

テンプレートに伝達され、反映されます。また、ペアの各テンプレート固有の（共有されていな

い）構成すべてを変更できます。
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ペアを作成するときは、テンプレート（たとえばプライマリテンプレート）をファブリック A
に、他のテンプレート（たとえばセカンダリテンプレート）をファブリックBに割り当てること
ができます。この機能により、1つ以上のテンプレートを使用して vNICまたは vHBAペアを個別
に設定する必要がなくなります。

テンプレートのペアを使用して作成できる vNICと vHBAのペアの数はアダプタの機能のみによ
り制限されます。

1回限りのプロビジョニングには、[Initial Template]タイプを使用してください。

プライマリテンプレートが共有される構成の冗長ペアを変更できるよう [Updating Template]タイ
プを使用します。次に示す共有構成を参照してください。

vNIC テンプレートペアの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

プライマリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ org # create
vnic-templ vnic-primary .

ステップ 1   

テンプレートタイプを更新中に設定します。これは、

共有される構成のプライマリ vNICテンプレートで設
UCS-A/ # org vnic-templ set
type updating-template

ステップ 2   

定をピア vNICテンプレートに行います。次に示す共
有構成を参照してください。

プライマリ vNICテンプレートのファブリックを指定
します。プライマリ vNICテンプレートにファブリッ

UCS-A/ # org vnic-templ [set
fabric {a | b}] .

ステップ 3   

クAを指定すると、セカンダリ vNICテンプレートは
ファブリック Bである必要があり、その逆の組み合
わせも同様です。

テンプレートをプライマリ vNICテンプレートとして
設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
descr
primaryinredundancypair .

ステップ 4   

冗長テンプレートタイプをプライマリ vNICテンプ
レートとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
redundancy-type primary.

ステップ 5   

[Redundancy Type]の説明を次に示します。

[Primary]：セカンダリ vNICテンプレートと共有可能
な構成を作成します。プライマリ vNICテンプレート
で共有される変更は、セカンダリ vNICテンプレート
に自動的に同期されます。

[Secondary]：すべての共有される構成は、プライマリ
テンプレートから継承されます。
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目的コマンドまたはアクション

[No Redundancy]：レガシー vNICテンプレートの動作
です。

次に、共有される構成を示します。

•ネットワーク制御ポリシー

• QoSポリシー

•統計しきい値ポリシー

•テンプレートタイプ

•接続ポリシー

• VLANS

• MTU

次に、共有されない構成を示します。

•ファブリック ID

• [CDN Source]

• [MAC Pool]

•説明

• [Pin Group Policy]

冗長テンプレートペアリングの作成を終了します。

冗長ペアを作成するため、プライマリvNIC
テンプレートをピアセカンダリ vNICテン
プレートにリンクした後、トランザクショ

ンのコミットを確認します。

（注）

UCS-A/ # org vnic-templ exitステップ 6   

セカンダリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ # org vnic-templ
create vNIC-templ
vNICsecondary .

ステップ 7   

テンプレートタイプを更新中に設定します。これは、

自動的にプライマリ vNICテンプレートの構成を継承
します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
type updating-template

ステップ 8   

セカンダリ vNICテンプレートのファブリックを指定
します。プライマリ vNICテンプレートにファブリッ

UCS-A/ org # vnic-templ [set
fabric {a | b}] .

ステップ 9   

クAを指定すると、セカンダリ vNICテンプレートは
ファブリック Bである必要があり、その逆の組み合
わせも同様です。
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目的コマンドまたはアクション

セカンダリvNICテンプレートを冗長ペアテンプレー
トとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
descr
secondaryredundancypair

ステップ 10   

vNICテンプレートタイプをセカンダリとして設定し
ます。

UCS-A/ # org vnic-templ set
redundancy-type secondary.

ステップ 11   

プライマリ vNICテンプレートをセカンダリ vNICテ
ンプレートのピアとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
peer-template-name
vNIC-primary.

ステップ 12   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/ # org vnic-templ
commit-buffer

ステップ 13   

次に、vNIC冗長テンプレートペアを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A /org* # create vnic-template vnic-primary
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr primaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type primary
UCS-A /org/vnic-templ* # exit
UCS-A /org* # create vnic-templ vnicsecondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric b
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr secondaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type secondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set peer-template-name vnic-primary
UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #

次の作業

vNIC冗長性テンプレートペアを作成すると、この冗長性テンプレートペアを使用して、同じ組
織または下部組織内のサービスプロファイルに冗長性 vNICペアを作成できます。

vNIC テンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vNICテンプレートペアを取り消すことができます。vNICテン
プレートペアを取り消すと、対応する vNICペアも取り消されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

テンプレートペアから元に戻す vNICテンプ
レートの名前を指定します。

UCS-A /org # scope vnic-templ
template1.

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

テンプレートペアリングの実行に使用される

ピアプライマリまたはセカンダリ冗長テンプ

レート間のペアリングを取り消します。

UCS-A /org/ vnic-templ # set
redundancy-type no redundancy.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/vnic-templ* #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、テンプレートペアリングを元に戻す例を示します。

UCS-A /org # scope vnic-templ template1
UCS-A /org/vnic-templ # set redundancy-type no-redundancy
UCS-A /org/vnic-templ* # commit buffer

vNIC テンプレートの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した vNICテンプレートを削除します。UCS-A /org # delete vnic-templ
vnic-templ-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、VnicTemp42という名前の vNICテンプレートを削除し、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete vnic template VnicTemp42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコ
マンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理
ミニポートに 20、仮想ミニポートに 250を設定します。この設定により、アダプタのす
べての LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デ
フォルトの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン
3.1(2)以降でのみ使用できます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポ

リシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求しま

す。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

Accelerated Receive Flow Steering
Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フローステアリングで、
CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベルのパケッ
ト処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作しているCPUに誘導するこ
とによって行います。

ARFSを使用すると、CPU効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPUの各受
信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービスルーチン（ISR）は、CPU
で実行するよう設定できます。ISRにより、パケットは受信キューから現在のいずれかの CPUの
バックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーションがこの

CPUで実行されていない場合、CPUはローカル以外のメモリにパケットをコピーする必要があ
り、これにより遅延が増加します。ARFSでは、このパケットの流れをアプリケーションが実行
されている CPUの受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できます。

ARFSはデフォルトでは無効であり、Cisco UCS Managerを使用して有効にできます。ARFSを設
定するには、次の手順を実行します。

1 ARFSを有効にしたアダプタポリシーを作成します。

2 アダプタポリシーをサービスプロファイルと関連付けます。

3 ホスト上で ARFSを有効にします。

1 Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2 IRQを別の CPUと関連付けます。

3 ethtoolを使用して ntupleを有効にします。
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Accelerated Receive Flow Steering のガイドラインと制約事項

• ARFSでは vNICごとに 64フィルタをサポート

• ARFSは次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 1280、1240、1340、および 1380

• Cisco UCS VIC 1225、1225T、1285、1223、1227、1227T、1385、1387

• ARFSは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Red Hat Enterprise Linux 6.5および 6.6

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2

割り込み調停

アダプタは、通常、ホストCPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込み調
停は、ホストCPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間隔に同じ
イベントが複数発生した場合にホストの中断を 1回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホス

トCPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最初のパ
ケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタはその間

隔の中で受信した複数のパケットで 1つの割り込みを生成します。ホストの NICドライバは、受
信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コンテキストス

イッチのホストCPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケットを処理する時間が
増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケットレートの低い小さ

なパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通過す

るトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔を調整

することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メールサーバ、データベースサーバ、LDAPサーバなど、
コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレートトラフィックには

適しません。

   Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
12

ネットワーク関連ポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー



適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

•リンク使用率が80%を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減効果
はありません。

• AICを有効化すると静的調停は無効になります。

• AICがサポートされるのは、次のオペレーティングシステムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12

• XenServer 6.5

• Ubuntu 14.04.2

SMB ダイレクト用 RDMA Over Converged Ethernet
RDMAOver Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネットネットワーク越しのダイレクトメモリ
アクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブロードキャ
ストドメインにある任意の 2ホスト間の通信を可能にします。RoCEは、低遅延、低 CPU使用
率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワークソケット実装と比較

して優れたパフォーマンスを提供します。Windows 2012 R2以降のバージョンでは、SMBファイ
ル共有とライブマイグレーションのパフォーマンスを高速化して向上させるために RDMAが使
用されます。

Cisco UCS Manager Release 2.2(4)では、Microsoft SMBダイレクト用に RoCEをサポートしていま
す。イーサネットアダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタに送信

されます。

RoCE を搭載した SMB ダイレクトのガイドラインと制約事項
• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは以下のとおりサポートされています。

◦ Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降用のWindows 2012 R2。

.

◦ Cisco UCS Managerリリース 2.2(8)以降用のWindows 2016。

.

• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは、第三世代のCiscoUCSVIC1340、1380、1385、
および 1387アダプタでのみサポートされています。第二世代の UCS VIC 1225および 1227
アダプタはサポートされていません。
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•シスコのアダプタ間では、RoCE設定がサポートされています。シスコのアダプタとサード
パーティ製のアダプタ間の相互運用性はサポートされていません。

• CiscoUCSManagerでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポートしません。

• Cisco UCS Managerでは、NVGRE、VXLAN、NetFlow、VMQ、usNICでの RoCEをサポート
しません。

•アダプタごとのキューペアの最大数は 8192個です。

•アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288個です。

•リリース 2.2(4)から Cisco UCS Managerをダウングレードする前に RoCEをディセーブルに
しないと、ダウングレードは失敗します。

• Cisco UCSManagerは、RoCE対応の vNICに対してファブリックフェールオーバーをサポー
トしません。

イーサネットアダプタポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameに /
を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたイーサネットアダプタポリシーを

作成し、組織イーサネットポリシーモードを

開始します。

UCS-A /org # create eth-policy
policy-name

ステップ 2   

（任意）

Accelerated RFSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set arfs
accelaratedrfs {enabled | disabled}

ステップ 3   

（任意）

イーサネットの完了キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
comp-queue count count

ステップ 4   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/eth-policy # set descr
description

ステップ 5   

説明にスペース、特殊文字、または

句読点が含まれている場合、説明を

引用符で括る必要があります。引用

符は、showコマンド出力の説明
フィールドには表示されません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

イーサネットのフェールオーバーを設定しま

す。

UCS-A /org/eth-policy # set
failovertimeout timeout-sec

ステップ 6   

（任意）

イーサネットの割り込みを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set interrupt
{coalescing-time sec |
coalescing-type {idle |min} | count
count | mode {intx |msi |msi-x}}

ステップ 7   

（任意）

NVGREを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set nvgre
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 8   

（任意）

イーサネットのオフロードを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set offload
{large-receive | tcp-rx-checksum |
tcp-segment | tcp-tx-checksum}
{disabled | enabled}

ステップ 9   

（任意）

イーサネットアダプタポリシーのオーナーを

指定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
policy-owner {local | pending}

ステップ 10   

（任意）

イーサネットの受信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
recv-queue {count count | ring-size
size-num}

ステップ 11   

（任意）

次のオプションを使用して、RDMA over
converged Ethernet（RoCE）を設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
roceadminstate {disabled | enabled}
|memoryregions
number-of-memory-regions |

ステップ 12   

• adminstate：RoCEを有効または無効にし
ます。

queuepairs number-of-queue-pairs |
resourcegroups
number-of-resource-groups

• memoryregions：アダプタごとに使用する
メモリ領域の数を設定します。値の範囲

は 1～ 524288のメモリ領域で、最も近
い 2の乗数を整数として指定する必要が
あります。

• queuepairs：アダプタごとに使用する
キューペアの数を設定します。値の範

囲は 1～ 8192のキューペアで、最も近
い 2の乗数を整数として指定する必要が
あります。

• resourcegroups：使用するリソースグルー
プの数を設定します。値の範囲は 1～
128のリソースグループです。最適なパ
フォーマンスを得るためには、システム

のCPUコアの数以上の整数値を、最も近
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目的コマンドまたはアクション

い 2の乗数として指定する必要がありま
す。

（任意）

RSSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set rss
receivesidescaling {disabled |
enabled}

ステップ 13   

（任意）

イーサネットの送信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
trans-queue {count count | ring-size
size-num}

ステップ 14   

（任意）

VXLANを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set vxlan
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 15   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/eth-policy #
commit-buffer

ステップ 16   

次の例は、イーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # set failover timeout 300
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set offload large-receive disabled
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

次の例は、RoCEを使用してイーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミッ
トします。
UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy20
UCS-A /org/eth-policy* # set roce adminstate enable
UCS-A /org/eth-policy* # set roce memoryregions 131072
UCS-A /org/eth-policy* # set roce queuepairs 256
UCS-A /org/eth-policy* # set roce resourcegroups 32
UCS-A /org/eth-policy # commit buffer
UCS-A /org # show eth-policy EthPolicy20 detail expand

Eth Adapter Policy:
Name: EthPolicy20
Description:
Policy Owner: Local

ARFS:
Accelarated Receive Flow Steering: Disabled

Ethernet Completion Queue:
Count: 2

Ethernet Failback:
Timeout (sec): 5

Ethernet Interrupt:
Coalescing Time (us): 125
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Coalescing Type: Min
Count: 4
Driver Interrupt Mode: MSI-X

NVGRE:
NVGRE: Disabled

Ethernet Offload:
Large Receive: Enabled
TCP Segment: Enabled
TCP Rx Checksum: Enabled
TCP Tx Checksum: Enabled

Ethernet Receive Queue:
Count: 1
Ring Size: 512

ROCE:
RoCE: Enabled
Resource Groups: 32
Memory Regions: 131072
Queue Pairs: 256

VXLAN:
VXLAN: Disabled

Ethernet Transmit Queue:
Count: 1
Ring Size: 256

RSS:
Receive Side Scaling: Disabled

Linux オペレーティングシステムで MRQS 用の eNIC サポートをイネー
ブル化するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.xでのMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能向けの eNICサポートが含まれ
ます。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

•割り込みモード = Msi-X
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イーサネットアダプタポリシーの設定, （14ページ）を参照してください。

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。
『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide』を参照してください。

ステップ 3 サーバをリブートします。

NVGRE によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムが実行されている
サーバに設置された Cisco UCS VIC 1340および Cisco UCS VIC 1380アダプタでのみ NVGREによ
るステートレスオフロードをサポートしています。NVGREによるステートレスオフロードは
NetFlow、usNICまたは VM-FEXでは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameに /を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create eth-policy
policy-name

ステップ 2   

NVGREによるステートレス
オフロードを有効にするに

ステップ 3   •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）
は、次のオプションを設定で

きます。 •完了キュー =送信キューの数 +受信キューの
数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用
したネットワーク仮想化 =有効

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細につ

いては、イーサネットアダプタポリシーの設定,
（14ページ）を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/eth-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/

eNICドライババージョン
3.0.0.8以降をインストールし
ます。

ステップ 5   

Windows/b_Cisco_VIC_Drivers_for_Windows_
Installation_Guide.htmlを参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6   

次の例は、NVGREによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションをコミットす
るために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy NVGRE
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set nvgre adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

VXLAN によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、VMWare ESXi Release 5.5以降のリリースのオペレーティングシステム
が実行されているサーバに設置された Cisco UCS VIC 1340および Cisco UCS VIC 1380アダプタで
のみ VXLANによるステートレスオフロードをサポートしています。VXLANによるステートレ
スオフロードは NetFlow、usNICまたは VM-FEXでは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameに /を入力
します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作

成し、組織イーサネットポリシーモードを開始

します。

UCS-A /org # create eth-policy
policy-name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VXLANによるステートレスオ
フロードを有効にするには、次

のオプションを設定できます。

ステップ 3   •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー=送信キューの数+受信キューの
数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• [Virtual Extensible LAN] =有効

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細に

ついては、イーサネットアダプタポリシーの設

定, （14ページ）を参照してください。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/eth-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/ESX/

eNICドライババージョン
2.1.2.59以降をインストールし
ます。

ステップ 5   

2-0/b_Cisco_VIC_Drivers_for_ESX_Installation_
Guide.htmlを参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6   

次の例は、VXLANによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションをコミットす
るために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy VXLAN
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set vxlan adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #
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イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameに /
を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したイーサネットアダプタポリシーを削

除します。

UCS-A /org # delete eth-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、EthPolicy19という名前のイーサネットアダプタポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を設定
できます。vNICSを手動で作成することもできますし、自動的に作成することもできます。

デフォルトの vNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次の
いずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ
れたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。
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vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

デフォルトのvNIC動作ポリシーモードを開始します。UCS-A/org # scope
vnic-beh-policy

ステップ 2   

デフォルトの vNIC動作ポリシーを指定します。次の
いずれかになります。

UCS-A/org/vnic-beh-policy #
set action {hw-inherit
[template_name name] |
none}

ステップ 3   

• hw-inherit：サービスプロファイルが vNICを必
要とし、何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関
連付けられたサーバにインストールされたアダプ

タに基づいて必要な vNICを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vNICテンプレート
を指定して vNICを作成することもできます。

• none：Cisco UCS Managerはサービスプロファイ
ルにデフォルトの vNICを作成しません。すべて
の vNICを明示的に作成する必要があります。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/org/vnic-beh-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、デフォルトの vNIC動作ポリシーを hw-inheritに設定する方法を示します。
UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vnic-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vnic-beh-policy #
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LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。
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•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope org
org-name

ステップ 1   

指定されたLAN接続ポリシーを作成を作成し、組織LAN
接続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
lan-connectivity-policy
policy-name

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-
（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字
とスペースは使用できません。また、オブジェクトが保

存された後にこの名前を変更することはできません。

（任意）

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポリシー

が使用されるかについての情報を含めることを推奨しま

す。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy
# set descr policy-name

ステップ 3   

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはス
ペースを使用できます。`（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=
（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy
# commit-buffer

ステップ 4   
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次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシーを作成し、トランザクションをコミッ
トする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # set descr "LAN connectivity policy"
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

次の作業

この LAN接続ポリシーに 1つ以上の vNICおよび（または）iSCSI vNICを追加します。

LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成
LAN接続ポリシーの作成, （24ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、/をorg-nameとして入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したLAN接続ポリシーのLAN接続ポリシーモー
ドを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policy
policy-name

ステップ 2   

指定された LAN接続ポリシー用の vNICを作成しま
す。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy #
create vnic vnic-name [eth-if
eth-if-name] [fabric {a | b}]

ステップ 3   

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の
特殊文字とスペースは使用できません。また、オブ

ジェクトが保存された後にこの名前を変更することは

できません。

vNICに使用するファブリックを指定します。ステッ
プ 3で vNICを作成したときにファブリックを指定し

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set fabric {a | a-b | b | b-a}

ステップ 4   

なかった場合は、このコマンドで指定するオプション

があります。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用

できない場合にこの vNICが第 2のファブリックイン
ターコネクトにアクセスできるようにする場合、a-b
（Aがプライマリ）または、b-a（Bがプライマリ）
を選択します。
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目的コマンドまたはアクション

次の状況下では、vNICのファブリック
フェールオーバーをイネーブルにしないで

ください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットス
イッチモードで動作している場合、そ

のモードでは vNICファブリック
フェールオーバーがサポートされませ

ん。1つのファブリックインターコネ
クト上のすべてのイーサネットアップ

リンクが障害になった場合、vNICは他
のイーサネットアップリンクにフェー

ルオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサ
ポートしないアダプタ（Cisco UCS
82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet Adapter
など）があるサーバにこの vNICを関
連付ける予定がある場合。これを行っ

た場合、Cisco UCS Managerにより、
サービスプロファイルとサーバを関連

付けたときに設定エラーが生成されま

す。

vNICに使用するアダプタポリシーを指定します。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic

ステップ 5   

# set adapter-policy
policy-name

vNICの ID（MACアドレス）を指定します。次のい
ずれかのオプションを使用して識別を設定できます。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set identity {dynamic-mac

ステップ 6   

•一意のMACアドレスをnn:nn:nn:nn:nn:nn形式で
作成する。

{mac-addr | derived} |mac-pool
mac-pool-name}

•製造時にハードウェアに焼き付けられたMACア
ドレスを取得する。

• MACプールからMACアドレスを割り当てる。

このvNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパ
ケットサイズ。を指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set mtu size-num

ステップ 7   

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

vNICに対応するQoSポリシーがある場合、
ここで指定したMTUは、関連付けられた
QoSシステムクラスで指定されたMTUと
同等以下でなければなりません。このMTU
値がQoSシステムクラスのMTU値を超え
ている場合、データ転送中にパケットがド

ロップされる可能性があります。

（注）

vNICによって使用されるネットワーク制御ポリシー
を指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set nw-control-policy
policy-name

ステップ 8   

vNICに相対順序を指定します。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic

ステップ 9   

# set order {order-num |
unspecified}

vNICによって使用される LANピングループを指定
します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set pin-group group-name

ステップ 10   

vNICによって使用されるサービスポリシーの品質を
指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set qos-policy policy-name

ステップ 11   

vNICによって使用される統計情報収集ポリシーを指
定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set stats-policy policy-name

ステップ 12   

ダイナミック vNIC接続ポリシーを vNICに使用する
ように指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set template-name
policy-name

ステップ 13   

指定された vConに vNICを割り当てます。CiscoUCS
Managerが自動で vNICを割り当てるようにするに
は、anyキーワードを使用します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# set vcon {1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 14   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic
# commit-buffer

ステップ 15   

次の例では、LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー用の vNICを設定し、トランザクショ
ンをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # create vnic vnic3 fabric a
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set fabric a-b
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set identity mac-pool MacPool3
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UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set mtu 8900
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set order 0
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set pin-group EthPinGroup12
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set template-name VnicConnPol3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set vcon any
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic #

次の作業

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の NICまたは iSCSI vNICを追加します。そうでない場合
は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインクルー

ドします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

LAN接続ポリシーから指定された vNICを
削除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
delete vnic vnic-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vnic3という名前の vNICを LanConnect42という名前の LAN接続ポリシーから削除
し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成
LAN接続ポリシーの作成, （24ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。
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はじめる前に

LAN接続ポリシーは、iSCSIデバイス用のオーバーレイvNICとして使用できるイーサネットvNIC
を含める必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート

組織モードを開始するには、/をorg-nameとして
入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したLAN接続ポリシーのLAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

指定されたLAN接続ポリシーの iSCSI vNICを作
成します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# create vnic-iscsi iscsi-vnic-name.

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できま
すが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

（任意）

この iSCSI vNIC用に作成した iSCSIアダプタポ
リシーを指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set iscsi-adaptor-policy
iscsi-adaptor-name

ステップ 4   

（任意）

iSCSI vNICによって使用される認証プロファイ
ルを設定します。設定する認証プロファイルが

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set auth-name
authentication-profile-name

ステップ 5   

すでに存在している必要があります。詳細につ

いては、認証プロファイルの作成を参照してく

ださい。

iSCSI vNICのMACアドレスを指定します。
MACアドレスは、Cisco UCS NIC
M51KR-Bアダプタ専用に設定されま
す。

（注）

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set identity { dynamic-mac
{dynamic-mac-address | derived } |
mac-pool mac-pool-name }

ステップ 6   

iSCSI発信側の名前または iSCSI発信側名の提供
元の IQNプール名を指定します。iSCSI発信側名
には最大 223文字を使用できます。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set iscsi-identity {initiator-name
initiator-name | initiator-pool-name
iqn-pool-name}

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

オーバーレイ vNICとして iSCSIデバイスで使用
される、イーサネットvNICを指定します。詳細

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set overlay-vnic-name
overlay-vnic-name

ステップ 8   

については、サービスプロファイルの vNICの
設定を参照してください。

iSCSIvNICに割り当てられたVLANのイーサネッ
トインターフェイスを作成します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# create eth-if

ステップ 9   

VLAN名を指定します。デフォルトのVLANは、
defaultです。CiscoUCSM81KR仮想インターフェ

UCS-A /org/ex/vnic-iscsi/eth-if # set
vlanname vlan-name

ステップ 10   

イスカードおよび Cisco UCS VIC-1240仮想イン
ターフェイスカードの場合、指定するVLANは
オーバレイ vNICのネイティブ VLANと同じで
ある必要があります。Cisco UCS M51KR-B
Broadcom BCM57711アダプタの場合、指定した
VLANは、オーバーレイvNICに割り当てられた
どの VLANでも設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# commit-buffer

ステップ 11   

次の例では、LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー用の iSCSI vNICを設定し、トランザ
クションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic-iscsi iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-adaptor-policy iscsiboot
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set auth-name initauth
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set identity dynamic-mac derived
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-identity initiator-name iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set overlay-vnic-name eth1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # create eth-if
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # set vlanname default
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # commit buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if

次の作業

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の iSCI vNICまたは vNICを追加します。そうでない場合
は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインクルー

ドします。
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LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

LAN接続ポリシーから指定された iSCSI
vNICを削除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
delete vnic-iscsi iscsi-vnic-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、iscsivnic3という名前の iSCSI vNICを LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー
から削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic-iscsi iscsivnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる LAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICもそのサービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられてい
るサーバの LANデータトラフィックを中断します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたLAN接続ポリシーを削除します。UCS-A /org # delete
lan-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、LanConnectiSCSI42という名前の LAN接続ポリシーをルート組織から削除し、トラ
ンザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete lan-connectivity-policy LanConnectiSCSI42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS Manager
が実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

Action on Uplink Fail

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の Action on Uplink Failプロパティは、リンクダウ
ンの値を使用して設定されます。CiscoUCSM81KR仮想インターフェイスカードなどのアダプタ
の場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障害が発生した場合に、

Cisco UCS Managerに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイスをダウンさせるよ
うに指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの、イーサネットと
FCoEトラフィックの両方をサポートする VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタを使用
する Cisco UCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障
害が発生した場合に、Cisco UCS Managerに対してリモートイーサネットインターフェイスをダ
ウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットインターフェイスにバ

インドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。
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この項に記載されているタイプの VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタが実装に含
まれており、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが予
想される場合は、警告の値を使用して [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することをお勧
めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンした場合に、イーサネットチー

ミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合があります。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになってい

る場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

NIC チーミングとポートセキュリティ

NICチーミングはネットワークアダプタをグループ化して冗長性を実現する機能であり、ホスト
側で有効化されます。このチーミング（ボンディング）により、フェールオーバーやリンク全体

にわたるロードバランシングなど、さまざまな機能の実行が容易になります。NICチーミングが
有効なときにフェールオーバーや再設定などのイベントが発生すると、MACアドレスの競合や移
動が発生することがあります。

ポートセキュリティはファブリックインターコネクト側で有効化される機能であり、MACアド
レスの移動と削除を防ぎます。したがって、ポートセキュリティとNICチーミングを一緒に有効
にしないようにしてください。

ファブリックインターコネクト vEthernet インターフェイスの Link Layer Discovery
Protocol の設定

Cisco UCS Manager Release 2.2.4では、vEthernetインターフェイスで LLDPを有効化および無効化
できます。これらのLANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCS
システムに接続されたLANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）
からネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCSシステムの FIは、LAN接続
の場合は LANアップリンクスイッチに接続され、ストレージ接続の場合は SANアップリンクス
イッチに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）で Cisco UCSを使用する場
合、FIの LANアップリンクは ACIのリーフノードに接続されます。vEthernetインターフェイス
で LLDPを有効にすると、Application Policy Infrastructure Controller（APIC）が vCenterを使用して
FIに接続されたサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab標準規格で定義され
ているベンダーニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルである Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク上
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の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。LLDP
は、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送信します。

LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を要求します。

vEthernetインターフェイスに対する LLDPは、サービスプロファイルの vNICに適用されるネッ
トワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。

ネットワーク制御ポリシーの設定

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセキュ
リティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブルになっ
ている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含
まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE InitializationProtocolパケットで使
用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、アダプタに
よって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットとEthernetパケットの
いずれかがドロップされることがあります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/をorg-nameとして入
力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたネットワーク制御ポリシーを作成し、

組織ネットワーク制御ポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # create nw-ctrl-policy
policy-name

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocol（CDP）をディセーブル
またはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} cdp

ステップ 3   

インターフェイスでの LLDPパケットの送信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp transmit

ステップ 4   

インターフェイスでの LLDPパケットの受信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp receive

ステップ 5   

エンドホストモードで使用可能なアップリンク

ポートがない場合に実行するアクションを指定し

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
uplink-fail-action {link-down |
warning}

ステップ 6   

link-downキーワードを使用すると、ファブリッ
クインターコネクトでアップリンク接続が失わ

れた場合に vNICの動作ステータスが downに変
更され、vNICのファブリックフェールオーバー
が容易になります。warningキーワードを使用す
ると、アップリンクポートを使用できない場合

   Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
34

ネットワーク関連ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシーの設定



目的コマンドまたはアクション

でもサーバ間の接続が維持され、ファブリック

インターコネクトでアップリンク接続が失われた

場合にファブリックフェールオーバーがディセー

ブルになります。デフォルトのアップリンク障害

処理は link-downダウンです。

アダプタ登録済みのMACアドレスを、インター
フェイスに関連付けられているネイティブVLAN

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
mac-registration-mode{all-host-vlans
| only-native-vlan

ステップ 7   

にのみ追加するか、インターフェイスに関連付け

られているすべての VLANに追加するか。次の
いずれかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイ
ティブ VLANにのみ追加されます。デフォ
ルトではこのオプションが設定され、

port+VLANのカウントが最大になります。

• [AllHostVlans]：関連付けられているすべて
のVLANにMACアドレスが追加されます。
トランキングを使用するよう設定されてい

るが、無差別モードで実行されていない

VLANの場合、このオプションを選択しま
す。

組織ネットワーク制御ポリシーのMACセキュリ
ティモードを開始します

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create
mac-security

ステップ 8   

トラフィック送信時のMACアドレスの偽装を許
可または拒否します。偽装MACアドレスが許可

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# set forged-transmit {allow | deny}

ステップ 9   

されるとMACセキュリティはディセーブルに、
偽装MACアドレスが拒否されるとMACセキュ
リティはイネーブルになります。デフォルトで

は、偽装MACアドレスは許可されます（MAC
セキュリティはディセーブル）。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# commit-buffer

ステッ

プ 10   

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルにし、LLDPの
送受信をイネーブルにして、アップリンクフェールアクションを link-downに設定し、偽装MAC
アドレスを拒否して（MACセキュリティをイネーブル化）、トランザクションをコミットする方
法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5

Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
35

ネットワーク関連ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシーの設定



UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp transmit
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp receive
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # create mac-security
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # set forged-transmit deny
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #

ネットワーク制御ポリシーの詳細の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート

組織モードを開始するには、/を org-nameとし
て入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したネットワーク制御ポリシーの組織ネッ

トワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy
{default | policy-name}

ステップ 2   

指定されたネットワーク制御ポリシーについて

の詳細を表示します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # show
detail

ステップ 3   

次に、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーの詳細を表示する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # show detail

Network Control Policy:
Name: ncp5
CDP: Enabled
LLDP Transmit: Enabled
LLDP Receive: Enabled
Uplink fail action: Link Down
Adapter MAC Address Registration: Only Native Vlan
Policy Owner: Local
Description:

UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたネットワーク制御ポリシーを

削除します。

UCS-A /org # delete nwctrl-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーを削除し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete nwctrl-policy ncp5
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび IGMP
クエリアの設定に使用されます。IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に含まれる
べき VLANのホストを動的に決定します。1つ以上の VLANに関連付けることができるマルチ
キャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャストポリシーが変更されると、その

マルチキャストポリシーに関連付けられたすべてのVLANが再処理され変更が適用されます。プ
ライベート VLANの場合、プライマリ VLANにはマルチキャストポリシーを設定できますが、
Cisco NX-OS転送の実装により、プライマリ VLANに関連付けられている独立 VLANには設定で
きません。

デフォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。IGMPス
ヌーピングを有効にすると、ファブリックインターコネクトはホストのみに IGMPクエリを送信
します。アップストリームネットワークには IGMPクエリを送信しません。アップストリームに
IGMPクエリを送信するには、次のいずれかを実行します。

• IGMPスヌーピングを有効にしたアップストリームファブリックインターコネクトで IGMP
クエリを設定します。

•アップストリームファブリックインターコネクトで IGMPスヌーピングを無効にします。

•ファブリックインターコネクトをスイッチモードに変更します。

マルチキャストポリシーには、次の制限事項およびガイドラインが適用されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリシー
をデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることができます。

•グローバル VLANで許可されるのは、デフォルトのマルチキャストポリシーだけです。
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• Cisco UCSドメインに 6300シリーズと 6200シリーズのファブリックインターコネクトが含
まれている場合は、どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

•ファブリックインターコネクトおよび関連付けられた LANイッチで同じ IGMPスヌーピン
グ状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネクトで

IGMPスヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべてのLANスイッチ
でも無効にする必要があります。

マルチキャストポリシーの作成

マルチキャストポリシーは、ルート組織でのみ作成でき、サブ組織では作成できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

マルチキャストポリシーを指定されたポリ

シー名を作成し、組織マルチキャストポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

IGMP スヌーピングパラメータの設定
マルチキャストポリシーに対して IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブルにできま
す。デフォルトでは、IGMPスヌーピング状態はマルチキャストポリシーに対しイネーブルになっ
ています。また、マルチキャストポリシーに対し IGMPスヌーピングクエリアの状態と IPv4ア
ドレスを設定することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

新しいマルチキャストポリシーを指定されたポ

リシー名で作成し、組織マルチキャストポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまた
はディセーブルにします。デフォルトでは、

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querier{enabled | disabled}

ステップ 3   

IGMPスヌーピングクエリアは、マルチキャス
トポリシーに対しディセーブルになっていま

す。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレスを
指定します。

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querierip IGMP snooping querier
IPv4 address

ステップ 4   

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセー
ブルにします。デフォルトでは、IGMPスヌー

UCS-A /org/mcast-policy* # set
snooping{enabled | disabled}

ステップ 5   

ピングは、マルチキャストポリシーに対しイ

ネーブルになっています。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成および開始する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーパラメータの変更

既存のマルチキャストポリシーを変更して、IGMPスヌーピングまたは IGMPスヌーピングクエ
リアの状態を変更することができます。マルチキャストポリシーが変更されると、そのマルチ

キャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され変更が適用されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

組織マルチキャストポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまた
はディセーブルにします。デフォルトでは、

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querier{enabled | disabled}

ステップ 3   

IGMPスヌーピングクエリアは、マルチキャス
トポリシーに対しディセーブルになっていま

す。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレス
を指定します。

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querierip IGMP snooping querier
IPv4 address

ステップ 4   

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディ
セーブルにします。デフォルトでは、IGMPス

UCS-A /org/mcast-policy* # set
snooping{enabled | disabled}

ステップ 5   

ヌーピングは、マルチキャストポリシーに対

しイネーブルになっています。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

VLAN マルチキャストポリシーの割り当て
VLANのマルチキャストポリシーをイーサネットアップリンクファブリックモードに設定でき
ます。独立 VLANのマルチキャストポリシーは設定できません。

はじめる前に

VLANを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトの

イーサネットアップリンクファブリック

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a
| b}

ステップ 2   

イーサネットアップリンクファブリック

VLANモードを開始します。
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
vlan vlan-name

ステップ 3   

VLANのマルチキャストポリシーを割り当
てます。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set
mcastpolicy policy-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、1つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLANを設定し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定されたポリシー名を持つマルチキャス

トポリシーを削除します。

UCS-A /org # delete mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを削除する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete mcast-policy policy1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACP ポリシーの設定

LACP ポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗長

性を実現します。LinkAggregationControl Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グループにさ
らに利点をもたらします。Cisco UCS Managerでは、LACPポリシーを使用して LACPのプロパ
ティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。

•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブリッ
クインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして扱い、

パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態にすること
ができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そのポートチャ
ネルの一部であるポートがピアポートから PDUを受信しない場合、そのポートは一時停止
状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。rate-normal設定
では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更したり、
新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つの LACPポリシーを適用す
ることもできます。

LACP ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定された lacpポリシーを作成します。UCS-A /org # create lacppolicypolicy
nam

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次に、lacpポリシーを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create lacppolicy lacp1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACP ポリシーの編集

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定された lacpポリシーを開始しま
す。

UCS-A /org # scope lacppolicy
policy-name.

ステップ 2   

ポリシーに個々の一時停止を設定しま

す。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set
suspend-individual true.

ステップ 3   

ポリシーの LACPレートを設定しま
す。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set
lacp-rate fast.

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、lacpポリシーを変更し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A/org # scope lacppolicy policy-name
UCS-A /org/lacp policy policy-name# set suspend-individual true
UCS-A/prg/policy policy-name# set lacp-rate fast
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LACP ポリシーのポートチャネルへの割り当て
デフォルトの lacpポリシーは、ポートチャネルにデフォルトで割り当てられます。ポートチャネ
ルに別の lacpポリシーを割り当てることができます。割り当てられたポリシーが存在しない場合
は、システムによりエラーが生成されます。エラーを取り除くために同じポリシーを作成できま

す。
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ポートチャネル、FCoEポートチャネルおよびイーサネットストレージのポートチャネルに
lacpポリシーを割り当てることができます。この手順では、ポートチャネルに lacpポリシー
を割り当てる方法について説明します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ファブリックモードを開始します。UCS-A /eth-uplink # scope fabricステップ 2   

ポートチャネルモードを開始します。UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel

ステップ 3   

このポートチャネルに lacpポリシーを
指定します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #
set lacp-policy-namepolicy-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/ fabric/port-channel
commit-buffer

ステップ 5   

次に、ポートチャネルに lacpポリシーを割り当てる例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A UCS-A/eth-uplink # scope fabric
UCS-A UCS-A/eth-uplink/facric # scope port-channel
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel# set lacp-policy-name
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel# commit-buffer

UDLD リンクポリシーの設定

UDLD の概要
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケーブル
を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク
を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方
向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざ

まな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ1では、
物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLDは、
ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシ
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エーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイネー
ブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および
他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブです。
通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向
リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイストペアリン
ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単
一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インターフェ
イスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出する

はずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リンクを検出でき
ません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセーブルにしま
せん。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエー
ションがアクティブであると、レイヤ 1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、
リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクションも行わず、論理リンク
は不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、UDLDネ
イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しなくなると、
UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。
アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン
トリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信
ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方
がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
45

ネットワーク関連ポリシーの設定

UDLD の概要



UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスで Helloパケット（別名アドバタイズメン
トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ
イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセー
ジを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するま

で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新

しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更
によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ
イバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ
を継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学
習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ
イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべて

のUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するよ
うに待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ
ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ
るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不

確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま
す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が
あります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。
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◦イーサネットアップリンク

◦ FCoEアップリンク

◦イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

◦ FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

リンクプロファイルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

指定された名前でリンクプロファイルを

作成し、リンクプロファイルモードを開

始します。

UCS-A /org # create eth-link-profile
link-profile-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-link-profile #
commit-buffer

ステップ 3   

前のモードに戻ります。UCS-A /org/eth-link-profile # exitステップ 4   

指定したリンクプロファイルのリンクプ

ロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope eth-link-profile
link-profile-name

ステップ 5   

リンクプロファイルに指定した UDLDの
リンクポリシーを割り当てます。

UCS-A /org/eth-link-profile # set
udld-link-policy link-policy-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-link-profile #
commit-buffer

ステップ 7   

次の例では、LinkProfile1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、デフォルトの UDLDリンク
ポリシーを割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # exit
UCS-A /chassis/org # scope eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # set udld-link-policy default
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer
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UDLD リンクポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

UDLDリンクポリシーを指定された名前
で作成し、UDLDリンクポリシーモード
を開始します。

UCS-A /org # create udld-link-policy
link-policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/udld-link-policy #
commit-buffer

ステップ 3   

前のモードに戻ります。UCS-A /org/udld-link-policy # exitステップ 4   

指定したUDLDリンクポリシーのUDLD
リンクポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope udld-link-policy
link-policy-name

ステップ 5   

UDLDリンクポリシーのモードを指定し
ます。

UCS-A /org/udld-link-policy # set
mode {aggressive | normal}

ステップ 6   

インターフェイスの UDLDをディセーブ
ルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/udld-link-policy # set
admin-state {disabled | enabled}

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/udld-link-policy #
commit-buffer

ステップ 8   

次の例では、UDLDPol1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、モードをアグレッシブに設定
し、インターフェイスの UDLDをイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # exit
UCS-A /chassis/org # scope udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # set mode aggressive
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # set admin-state enabled
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy #
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UDLD システム設定の変更

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

現在の UDLDのシステム設定を表示します。UCS-A /org # show udld-policyステップ 2   

グローバル UDLDポリシーの UDLDポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope udld-policy
default

ステップ 3   

アドバタイズメントモードになっているポート

で UDLDプローブメッセージの時間間隔を秒
UCS-A /org/udld-policy # set
message-interval seconds

ステップ 4   

単位で指定します。7～ 60の整数を入力しま
す。デフォルトは 15秒です。

UDLDアグレッシブモードがイネーブルのとき
にディセーブルになっているポート上で実行す

UCS-A /org/udld-policy # set
recovery-action [reset | none]

ステップ 5   

るアクションを指定します。デフォルトはnone
です。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /org/udld-policy #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、デフォルトの UDLDシステム設定を 30秒間隔で更新する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # show udld-policy

UDLD system settings:
Name Message interval (sec) Recovery action
---------- ---------------------- ---------------
default 15 None

UCS-A /chassis/org # scope udld-policy default
UCS-A /chassis/org/udld-policy # set message-interval 30
UCS-A /chassis/org/udld-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-policy #
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リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイ

スへの割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネット

アップリンクファブリックモードを開

始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネッ

トアップリンクファブリックポート

チャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel port-chan-id

ステップ 3   

指定したメンバーポートでイーサネット

サーバファブリック、ファブリックポー

トチャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #
scope member-port slot-id port-id

ステップ 4   

指定したリンクのプロファイルを割り当

てます。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-port
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、リンクプロファイルLinkProfile1をポートチャネルイーサネットインターフェイス
に割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 88
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # scope member-port 1 31
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port #
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リンクプロファイルのポートチャネル FCoE インターフェイスへの割
り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンク

モードを開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバ

チャネルアップリンクファブリッ

クモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定されたポートチャネルのファ

イバチャネルアップリンクファブ

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
port-chan-id

ステップ 3   

リックポートチャネルモードを開

始します。

指定したメンバポートのファイバ

チャネルサーバファブリック、

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope
fcoe-member-port slot-id port-id

ステップ 4   

ファブリックポートチャネルモー

ドを開始します。

指定したリンクのプロファイルを

割り当てます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設

定にコミットします。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をポートチャネル FCoEインターフェイスに割り
当てる方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 192
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope fcoe-member-port 1 20
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port #
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リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイス

への割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネット

アップリンクファブリックモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのインター

フェイスコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
interface slot-num port num

ステップ 3   

指定したリンクのプロファイルを割り当て

ます。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をアップリンクイーサネットインターフェイスに
割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 2 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #

リンクプロファイルのアップリンク FCoE インターフェイスへの割り
当て

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを

開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのファイバチャネル

アップリンクファブリックモードを開始し

ます。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのファイバ

チャネルインターフェイスコマンドモー

ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
fcoeinterface slot-num port num

ステップ 3   

指定したリンクのプロファイルを割り当て

ます。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、リンクプロファイルLinkProfile1をアップリンクFCoEインターフェイスに割り当て
る方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 2 2
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #

VMQ 接続ポリシーの設定

VMQ 接続ポリシー
Cisco UCSManagerでは、vNICに対し VMQ接続ポリシーを設定することができます。VMQによ
り、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQvNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用

サーバのサービスプロファイルでVMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つのア
ダプタがVMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも1つがサー
バにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02
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以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。vNICに対して 3
つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択してくださ
い。サービスプロファイルでVMQvNICが設定されている場合は、次のように設定されているこ
とを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

この VMQ接続ポリシーの名前を指定し
ます。

UCS-A /org # create vmq-conn-policy
policy-name

ステップ 2   

VMQ接続ポリシーのキューカウントを
指定します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set
queue-countqueue count

ステップ 3   

VMQ接続ポリシーの割り込み回数を指定
します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set
interrupt-countinterrupt count

ステップ 4   

トランザクションをシステムにコミット

します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、VMQ接続ポリシーを作成します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy name
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set queue-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set interrupt-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer
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NetQueue

NetQueue について
NetQueueは、ネットワークアダプタに複数の受信キューを提供することによってトラフィックの
パフォーマンスを向上します。これらのキューにより、グループ化される個々の仮想マシンに関

連付けられたデータ割り込み処理が可能になります。

NetQueueは、VMware ESXiオペレーティングシステムを実行しているサーバでサポートされ
ます。

（注）

NetQueue の設定

手順

ステップ 1 仮想マシンキュー（VMQ）接続ポリシーを作成します。
ステップ 2 VMQ接続ポリシーを選択することにより、サービスプロファイルに NetQueueを設定します。

NetQueueを設定する場合は、次の事項を参考にしてください。

•デフォルトのリングサイズは受信 512、送信 256

•各 VNICの割り込み回数は VMQ数 X 2 + 2

割り込みの数は有効化されている NetQueueの数によって決まりま
す。

（注）

•ドライバは標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 16個の NetQueueをサポートしま
す。

VMwareは標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 8個の NetQueueを使用す
ることを推奨しています。

（注）

• NetQueueを有効にする必要があるのはMSIXシステムでのみです。

• 1 GB NICでは NetQueueを無効にする必要があります。

ステップ 3 NetQueueのアダプタポリシーでMSIXモードを有効にします。
ステップ 4 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。
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